
北海道大学
司法面接プロジェクト講演会

日時：2010 年 9月 5日（日 )9:30 ～ 15:30

場所：北海道大学 人文社会科学総合教育棟 W409

　イリット・ハーシュコヴィッツ先生は，イス

ラエルのハイファ大学　社会福祉学科の上級講

師です。ハイファ大学で博士号を取得したのち，

アメリカの国立子どもの健康・人間発達研究所

（National Institute of Child Health and 

Human Development：NICHD）で博士研究員を務

められました。そこで NICHD プロトコルと呼ば

れる司法面接の開発にあたり，以後も，精力的

に面接法の研究を進めておられます。面接技術

への子どもの反応，子どもの面接の評価，子ど

もの証言の信用性，話したがらない子どもへの

面接等について，多くの業績があります。

＊NICHD プロトコルは実証的な研究がもっとも

多く行われている面接法であり，北大の面接研

修でも用いられています。

＜スケジュール＞　　　　　　　　　

9:30 ～ 12:00 　司法面接について

　　　　　　（仲 真紀子　北海道大学大学院文学研究科教授）

12:00 ～ 13:25   　＊昼休憩

13:30 ～ 15:30  性暴力救援センター大阪 （SACHICO） における

　　　　　　　　性虐待被害例の検討

　　　　　　（加藤治子　阪南中央病院産婦人科医師）

＊当日は、 講演会場に近い中央食堂１Ｆが営業しております。

Irit Hershkowitz is a senior lecturer and 
researcher in the School of Social Work at 
the University of Haifa, Israel from which 
she received her PhD before accepting a 
post-doctoral fellowship at the US National 
Institute of Child Health and Human 
Development. She was involved there in 
development of the Protocol described in 
this book before returning to the University. 
Her research has been focused on 
children's responses to various investigative 
strategies, on the value of training for child 
investigators, on the discrimination of 
plausible from implausible allegations by 
children, and on the development of 
techniques for interviewing reluctant 
witnesses and those with special needs.

お問い合わせ先

北海道大学 大学院 文学研究科 

司法面接支援室

TEL & FAX:　011-706-2306

child@let.hokudai.ac.jp

主催

北海道大学 大
学院 文学研究

科
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開発と訓練プ

ロジェクト

「犯罪から子
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皆さまお誘い合わせの上

ご参加ください！

http://humansci.let.hokudai.ac.jp/g/

〒060-0810 札幌市北区北 10条西 7丁目

TEL: 011-706-3047

問い合わせ先
北海道大学 大学院 文学研究科 人間システム科学専攻
大学院教育改革支援プログラム
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